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この「西国巡礼慈悲の道」は、納経の際に�枚ずつ受け取って頂き、表紙をつけると�冊の法話集になります。

西国三十三所札所会ホームページ http://www.saikoku33.gr.jp
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✿主な年中行事✿

�月18日 修正会○

�月�日 花山法皇御忌

�月�〜�日 法華経不断読誦会○

�月10日 開山忌○

	月10日 上人会○

�月28日 勧学会 法華八講

�月�日 四万六千会

�月連休、11月後半（いずれも�日程度）

文化財特別公開

○印は御開帳日

立木観音とも言われる生木尊を直々に参

拝された有名な方がお二人いらっしゃいま

す。天禄元年の性空上人造立以来、秘仏と

なっていた生木観音を勅命で開扉参拝され

た後白河法皇。そして弘安�年、後宇多天

皇の勅願によって七間四面に改築新装直後

の弘安10年には、一遍上人が参詣され、播

磨行脚は偏に、如意輪観音に出合うことと

言われています。

〒671-2201 兵庫県姫路市書写2968

TEL 079-266-3327／ FAX 079-266-4908 http://www.shosha.or.jp

納経時間 書写山ロープウェイ運行時間

嵐の中花山法皇は1002年、性空上人を訪ねて 2度目の行幸をされた。豪雨で橋が流されるほ

どであった。しかし法皇は性空上人にまみえる喜びに満ち溢れていた。それゆえ叩きつける雨

も吹き荒れる風も一行はものともしなかった。法皇の耳には、悲鳴を上げる木々も唸る山の恐

ろしい音でさえ仏の声のように聞こえていた。

御本尊／六臂如意輪観世音菩薩 開基／性空上人
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西国霊場にご参拝の時は納経帳や白衣を忘れずにご持参ください。�回目以降はご参拝の印として重ねて納経印をいただきましょう。

西国三十三所札所会ホームページ http://www.saikoku33.gr.jp
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